
▲公文書館･東成瀬村教育委員会連携展「アーカイブズのチカラ－おらだの記憶展in東成瀬村－」
展示資料列品作業の様子。会場である「ふる里館」に資料29点を展示しました。

第43号

秋田県

令和5年6月5日

秋
田
県
公
文
書
館
で

は
、
開
館

周
年
事
業

30

と
し
て
４
月
か
ら

月
11

ま
で
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

の
チ
カ
ラ
」
展
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
上
の
写

真
は
東
成
瀬
村
ふ
る
里

館
で
４
月

日
に
開
展

22

し
た
連
携
展
の
列
品
作

業
の
様
子
で
す
。「
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
の
チ
カ
ラ
」

の
地
方
開
催
版
は
「
お

ら
だ
の
記
憶
展
」
と
い

う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
つ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
展

示
は
公
文
書
館
の
収
蔵

資
料
と
村
教
育
委
員
会

が
独
自
で
集
め
た
地
域

の
資
料
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
お
ら
だ
の
記
憶
展
」

は
、
今
後
大
仙
市
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
、
横
手
市
公

文
書
館
で
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
８
月

日
か

24

ら
は
、
市
町
村
と
連
携

し
た
企
画
展
を
公
文
書

館
の
展
示
室
で
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ま
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
に
。

◆
開
館

周
年
記
念
公
開
討
論
会

30

（
秋
田
市

ア
ル
ヴ
ェ
）

月
３
日(

文
化
の
日
）

11

◆｢

出
羽
一
国
御
絵
図
展
示
会
」

（
秋
田
市

ア
ト
リ
オ
ン
）

６

９

～
６

月

日

月
11
日

◆
連
携
展
「
お
ら
だ
の
記
憶
展
」

（
東
成
瀬
村
ふ
る
里
館
・
大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・

横
手
市
公
文
書
館
）

開
催
中

～
６
月
22
日

６

～
８

月
27
日

月
17
日

８

～

月
19
日

10
月
19
日

◆
企
画
展

「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
チ
カ
ラ
」

(

前
半)

８
月

日
～
９
月

日

24

24

(

後
半)

９
月

日
～

月
５
日

28

11

◆
公
文
書
館
講
座

●
古
文
書
解
読
講
座

６
月

日
・
７
月
７
日
・
７
月

日

30

14

●
記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室

７
月

日
・
８
月

日
・
９
月

日

13

10

14

月

日
・

月
９
日
・

月

日

10

12

11

12

14

◆
県
政
映
画
上
映
会

８
月

日
・
９
月
１
日

31

今
後
の
情
勢
に
よ
っ
て
は
変
更
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い

◆
開
館
時
間

平

日

９
時
～

時
19

土
日
祝
日

９
時
～

時
18

（
書
庫
内
資
料
の
利
用
申
請
は

時
ま
で
）

17

◆
休
館
日
（
令
和
５
年
度
）

毎
週
水
曜
日(

祝
日
の
場
合
は
木
曜
日)

年
末
年
始

月

日
～
１
月
３
日

12

27

特
別
整
理
期
間

６
月
８
日
～
６
月

日
13

月
７
日
～

月

日

12

12

12

休
館
日
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ま
た
は
当
館
内

の
掲
示
等
で
御
確
認
く
だ
さ
い

利
用
案
内

利
用
案
内

今
後
の
行
事
予
定

今
後
の
行
事
予
定



今
年
度
も
公
文
書
館
講
座
の
一
つ
で
あ

る
古
文
書
解
読
講
座
を
初
級
者
向
け
３
回
、

中
・
上
級
者
向
け
３
回
の
全
６
回
で
開
催

し
ま
す
。
下
記
の
日
程
に
よ
り
各
回

名
30

の
定
員
で
募
集
し
ま
す
。

平
成

年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
、

26

当
館
が
翻
刻
し
た
秋
田
藩
家
老
の
『
岡
本

元
朝
日
記
』
は
、
比
較
的
読
み
や
す
い
く

ず
し
字
で
書
か
れ
た
古
文
書
で
す
。
初
級

者
向
け
で
は
こ
れ
を
使
っ
て
読
み
方
の
基

礎
を
学
び
ま
す
。
当
館
の
翻
刻
事
業
を
生

涯
学
習
の
教
材
の
形
で
社
会
へ
還
元
す
る

の
も
ね
ら
い
の
ひ
と
つ
で
す
。

令和４年度の古文書解読講座（初級編）

そ
し
て
中
・
上
級
者
向
け
で
は
、
長
め
の

古
文
書
で
各
回
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
、
興

味
深
い
内
容
の
も
の
を
選
ん
で
読
ん
で
い

き
ま
す
。
古
文
書
に
記
録
さ
れ
た
江
戸
時

代
の
秋
田
を
読
む
、
そ
の
醍
醐
味
を
ご
堪

能
い
た
だ
き
ま
す
。

当
館
で
は
「
あ
き
た
県
庁
出
前
講
座
」

と
し
て
、
地
域
の
公
民
館
や
学
校
な
ど
を

会
場
に
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
２
２
件
１
９
５
３
名
の
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。
写
真
は
、
昨
年
９
月
に
秋
田
県

地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の
第

回
大

70

会
へ
出
前
し
た
際
の
様
子
で
す
。

日
程
や
内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
美

の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
の
「
令
和
５
年
度
あ

き
た
県
庁
出
前
講
座
」
か
ら
申
込
用
紙
に

記
入
し
、
当
館
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
講
座
の
終
了
後
は
、

受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
記
入
し
県
生
涯
学
習
課
へ
お
送
り
く
だ

さ
い
。

会場：あきた芸術劇場ミルハス（秋田市）

公
文
書
館
に
関
す
る
研
修
会
で
は
、ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
を
「
市
民
の
知
的
財
産
」
「
社
会

共
有
の
記
憶
」
と
い
っ
た
言
葉
で
説
明
し
ま

す
が
、
こ
れ
を
秋
田
弁
で
表
現
し
た
の
が

「
お
ら
だ
の
記
憶
」
で
す
。

巡
回
展
で
は
、地
元
の
歴
史
に
関
わ
る
当

館
所
蔵
資
料
の
数
々
を
公
開
し
ま
す
。ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
「
お
ら
だ
の
記
憶
展

東
成
瀬
村
」

in

４
月

日
（
土
）
～
６
月

日
（
木
）

22

22

東
成
瀬
村
ふ
る
さ
と
館

養
蚕
農
家
の
ネ
ズ
ミ
除
け
の
猫
絵
、
東

成
瀬
尋
常
小
学
校
の
平
良
・
岩
井
川
・
椿

台
・
大
柳
分
教
室
の
校
舎
図
面
な
ど
な
ど

●
「
お
ら
だ
の
記
憶
展

大
仙
市
」

in

６
月

日
（
火
）
～
８
月

日
（
木
）

27

17

大
仙
市
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

刈
羽
野
に
来
た
藩
主
行
列
、
江
戸
時
代

の
強
首
村
、
大
曲
農
業
高
校
創
設
秘
話
、

明
治
時
代
の
大
仙
市
域
の
温
泉
な
ど
な
ど

●
「
お
ら
だ
の
記
憶
展

横
手
市
」

in

８
月

日
（
土
）
～

月

日
（
木
）

19

10

19

横
手
市
公
文
書
館

横
手
城
下
絵
図
、明
治

年
の
水
害
、石

27

坂
洋
次
郎
の
横
手
中
学
教
員
任
命
、サ
ー

カ
ス
の
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
有
田
夏
子
な
ど
な
ど

公文書館だより第43号 2

古
文
書
解
読
講
座
の
開
催
に
あ
た
り

出
前
講
座
の
ご
案
内

開
館

周
年
記
念
連
携
展

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
チ
カ
ラ

30

「
お
ら
だ
の
記
憶
展
」

東
成
瀬
・
大
仙
・
横
手

in

級 回 時間 テーマ

第1回
10:30～
12:00

家老の日記で学ぶ古文書
－「岡本元朝日記」を題材に－

第2回
13:30～
15:00

家老の江戸道中記
－「岡本元朝日記」の記事から－

第3回
10:30～
12:00

岡本元朝日記に書かれた元禄の事件
－松之廊下の刃傷、吉良邸討ち入り－

第4回
13:30～
15:00

戸村家文書に見る秋田戊辰戦争
－AT212.1シリーズ連続解読 その２－

第5回
10:30～
12:00

「梅津政景日記」を読む
－山口啓二「秋田藩成立期の藩財政」をもとに－ 

第6回
13:30～
15:00

遊女たちのくらし
－「町方ヨリ揚屋へ相渡書付扣」(混29-166）その他－

実施日

初
級

6/30 (金)

7/7 (金)

中
・
上
級 7/14 (金)



平
成
二
十
七
年
か
ら
令
和
四
年
ま
で
に
全
八
巻
で

刊
行
し
た
『
岡
本
元
朝
日
記
』
（
混
架
七
ー
三
八
〇
）
に

は
興
味
深
い
記
載
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。昨
年
の
第

四
十
号
（
六
月
発
行
）
に
引
き
続
き
、ご
紹
介
し
ま
す
。

家
老
職
に
あ
っ
た
岡
本
元
朝
の
日
記
は
、藩
政
の
記

述
が
中
心
と
は
な
り
ま
す
が
、赤
穂
事
件
（1

・二
巻
）
や

生
類
憐
れ
み
の
令
（
三
・七
巻
）
な
ど
教
科
書
記
載
の
出

来
事
に
つ
い
て
も
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方

で
、世
間
の
噂
話
や
身
内
の
話
題
に
も
事
欠
き
ま
せ
ん
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、江
戸
時
代
に
全
国
的
な
流
行
を

繰
り
返
し
た
疱
瘡
（
天
然
痘
）
が
、岡
本
家
に
も
た
ら
し

た
悲
劇
を
取
り
上
げ
ま
す
。

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
十
月
二
十
二
日
の
条
に
元

朝
の
息
子
で
あ
る
小
藤
次
の
疱
瘡
発
症
に
つ
い
て
の
記

載
が
あ
り
ま
す
。

小
藤
次
昨
暮
こ
ろ
よ
り
熱
こ
れ
有
り
、
煩
し
く

わ
ず
ら
わ

候
間
（
あ
い
だ
＝
な
の
で
）、
田
上
宗
碩
薬
今
日

よ
り
用
候
也
、
も
し
疱
蒼
（
瘡
）
ニ
も
候
や
と
気

遣
に
存
候

疱
瘡
の
懸
念
は
持
ち
つ
つ
も
、藩
医
と
し
て
は
駆
け
出

し
の
田
上
宗
碩
に
薬
を
頼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、深
刻
に

は
捉
え
て
い
な
い
よ
う
で
す
。実
際
、高
熱
な
ど
の
初
期

症
状
も
一
旦
解
熱
し
て
、安
心
し
た
元
朝
で
し
た
が
、

発
症
か
ら
十
二
日
後
の
十
一
月
四
日
の
丑
ノ
刻
（
午
前

二
時
頃
）
、小
藤
次
は
亡
く
な
り
ま
す
。

三
折
か
げ
ん
の
薬
二
三
度
用
候
て
、
子
ノ
刻
（
午

前
零
時
）
こ
ろ
少
能
静
ニ
候
時
、
小
藤
次
申
候
ハ

刀
と
脇
さ
し
持
来
候
へ
と
申
候
間
、
き
さ
（
母
）

取
出
し
為
見
候
へ
ば
、
手
を
出
し
さ
ぐ
り
候
て
枕

み

せ

そ

う

ら

元
ニ
お
き
候
へ
と
申
候
て
さ
し
置
、
丑
ノ
刻
ニ
養

生
叶
わ
ず
死
候
也

名
医
と
称
さ
れ
た
臼
井
三
折
（
藩
医
）
の
薬
で
落
ち

着
い
た
小
藤
次
は
母
き
さ
に
刀
と
脇
差
を
枕
元
に
置
く

よ
う
に
頼
み
、そ
の
後
亡
く
な
る
の
で
す
。な
ぜ
、刀
と

脇
差
を
枕
元
に
置
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

我
等
当
四
月
江
戸
よ
り
下
り
候
時
、
刀
を
江
戸
ニ

て
拵
持
参
候
て
小
藤
次
ニ
手
よ
り
直
ニ
と
ら
せ

こ
し
ら
え

候
時
、
た
わ
ふ
れ
ニ
（
ふ
ざ
け
て
）
此
刀
と
申
候

ハ
手
あ
そ
び
（
お
も
ち
ゃ
）
ニ
あ
ら
ず
武
士
ハ
い

か
様
ニ
落
ぶ
れ
乞
食
体
ニ
成
候
と
も
、
大
小
（
刀

と
脇
差
）
ハ
身
を
は
な
さ
ず
枕
ニ
置
候
て
死
候
を

武
士
と
申
候

四
代
藩
主
佐
竹
義
格
の
参
勤
に
随
っ
た
元
朝
が
、帰

よ
し
た
だ

秋
の
際
、小
藤
次
の
た
め
に
と
刀
と
脇
差
を
拵
え
、直
接

手
渡
し
な
が
ら
、武
士
と
し
て
の
心
得
を
大
げ
さ
に
説

い
た
よ
う
で
す
。

幼
年
ニ
も
父
が
か
く
申
候
を
わ
す
れ
候
な
と
申
聞

候
事
を
此
時
ニ
い
た
り
思
ひ
出
し
、
刀
・
わ
き
さ

し
と
り
よ
せ
さ
く
り
候
て
、
枕
も
と
ニ
お
か
せ
死

候
事
、
子
な
か
ら
幼
年
ニ
て
志
を
感
心
い
た
し
、

お
（
惜
）
し
く
存
候
也
、
今
年
五
歳
ニ
候
也

「
ま
だ
五
歳
な
の
だ
ぞ
、こ
の
子
は
・・・」
と
む
せ
び
泣

く
元
朝
の
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。こ
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン

に
は
思
わ
ず
、声
が
出
ま
し
た
。父
の
言
い
つ
け
を
忘
れ

ず
、自
分
の
死
に
対
す
る
覚
悟
も
持
ち
、武
士
ら
し
い
最

期
を
自
分
自
身
で
調
え
て
い
る
の
で
す
。し
か
も
、ま
だ

と
と
の

五
歳
（
満
四
歳
）
の
こ
ど
も
だ
っ
た
の
で
す
。そ
の
潔
さ

に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

元
々
、小
藤
次
は
聡
明
で
、嫡
子
の
兄
・掃
部
の
右
腕
に

か

も

ん

な
る
も
の
と
元
朝
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
す
。

疱
瘡
の
恐
ろ
し
さ
、岡
本
家
に
降
り
か
か
っ
た
悲
し
み

が
元
朝
の
筆
跡
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。そ
し
て
、

三
百
年
前
の
出
来
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
、当
時
を
生
き

た
人
々
に
対
し
て
、現
代
と
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
共
感

が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

『
岡
本
元
朝
日
記
』
の
翻
刻
刊
行
本
は
県
内
各
市
の
図

書
館
や
各
都
道
府
県
の
公
文
書
館
・図
書
館
で
お
読
み
い

た
だ
け
ま
す
。ま
た
、日
記
の
原
本
・複
製
本
は
当
館
閲

覧
室
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
髙
田
環
樹
】

今
年
五
歳
二
候
也

公文書館だより第43号 3

岡本元朝

【寛文元年（1661）～

正徳２年（1712）】

３代藩主義処の治世に

おいて相手番、家老とな

る。元朝が中心となった

修史事業の過程で収集

・書写・編纂された『秋

田藩家蔵文書』もまた

『岡本元朝日記』ととも

に、秋田県指定有形文

化財である。

武
士
の
心
得

ー
「
岡
本
元
朝
日
記
」
か
ら
ー



一
昨
年
の
こ
の
欄
で
秋
田
の
戦
国
大
名
と
し
て
、
秋

田
氏
（
安
東
氏
）
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ

れ
に
引
き
続
き
、
県
南
の
雄
・
小
野
寺
氏
に
焦
点
を
当

て
ま
す
。

小
野
寺
氏
に
つ
い
て
は
関
ヶ
原
の
戦
後
に
改
易
さ
れ

た
た
め
、
史
料
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
も
「
奥
羽
永
慶
軍
記
」
な
ど
の
伝
承
本
を
基
に
語

ら
れ
た
り
な
ど
、
謎
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
近
年
は
『
横

手
市
史
』
の
刊
行
に
よ
り
、
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
た

小
野
寺
氏
の
実
像
が
少
し
ず
つ
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

小
野
寺
氏
は
鎌
倉
時
代
初
期
に
幕
府
か
ら
雄
勝
郡
の

郡
地
頭
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
後
は
県
南
を
中
心
に
発
展

し
、
稲
庭
か
ら
横
手
へ
進
出
し
、
戦
国
期
に
は
県
南
の

有
力
大
名
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ

の
間
の
史
料
は
な
く
、
鎌
倉
期
の
小
野
寺
一
族
は
雄
勝

郡
以
外
に
全
国
に
領
地
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
戦

国
期
の
平
鹿
・
雄
勝
郡
の
小
野
寺
氏
と
の
関
係
は
明
確

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
史
料
の
な
い
小
野
寺
氏
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
た
の
か
。

小
野
寺
氏
の
一
族
の
子
孫
は
神
戸
に
住
ん
で
お
り
、

神
戸
小
野
寺
文
書
と
い
う
史
料
群
を
お
持
ち
で
す
。
ま

た
、
小
野
寺
氏
の
家
臣
は
改
易
後
も
多
く
は
秋
田
に
残

り
、
佐
竹
氏
に
仕
え
る
者
も
い
た
り
、
角
間
川
に
集
住

し
て
梅
津
氏
の
組
下
に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。

元
禄
期
の
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
編
纂
当
時
、
角
間

川
給
人
は
岡
本
元
朝
の
支
配
下
に
あ
り
、
第
一
一
巻
が

岡
本
又
太
郎
元
朝
組
下
角
間
川
給
人
家
蔵
文
書
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
三
通
し
か
収
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

下
国
愛
季
書
状
や
小
野
寺
義
道
書
状
な
ど
秋
田
県
内

の
戦
国
大
名
の
史
料
の
ほ

か
、
最
上
義
光
黒
印
状
（
写

真
）
や
大
宝
寺
義
氏
書
状
、

土
佐
林
氏
頼
書
状
な
ど
の

山
形
の
戦
国
領
主
に
関
わ

る
史
料
が
あ
り
ま
す
。

元
禄
期
の
秋
田
藩
の
修

史
事
業
は
、「
佐
竹
家
譜
」

の
編
纂
を
目
的
と
し
て
、

旧
領
の
常
陸
へ
の
史
料
収

集
を
行
う
と
と
も
に
、
藩

士
に
家
伝
の
文
書
を
提
出

さ
せ
ま
し
た
。
そ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
史
料
を
ま
と

め
た
も
の
が
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
及
び
「
元
禄
家
伝

文
書
」
で
す
。
そ
の
副
産
物
と
し
て
、
藩
士
の
系
図
を

ま
と
め
た
「
諸
士
系
図
」
も
編
纂
さ
れ
ま
し
た
。「
佐

竹
家
譜
」
は
初
代
・
義
光
か
ら
二
一
世
・
義
宣
（
初
代

秋
田
藩
主
）
ま
で
が
出
来
て
一
旦
終
了
し
、
そ
の
後
の

藩
主
の
義
隆
以
降
か
ら
三
〇
世
・
義
厚
ま
で
が
の
ち
に

書
き
継
が
れ
ま
し
た
。

小
野
寺
氏
の
事
跡
は
、
佐
竹
氏
の
家
臣
と
な
っ
た
元

小
野
寺
家
臣
の
系
図
や
由
緒
書
、
そ
れ
に
添
付
さ
れ
た

文
書
の
写
な
ど
に
よ
っ
て
も
辿
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

『
横
手
市
史
』
で
は
中
世
資
料
編
に
「
秋
田
藩
家
蔵
文

書
」
に
所
収
さ
れ
た
県
南
の
戦
国
期
に
関
わ
る
史
料
を

取
り
上
げ
、
さ
ら
に
補
遺
編
と
し
て
「
元
禄
家
伝
文
書
」

の
小
野
寺
家
臣
分
が
す
べ
て
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
江

戸
期
に
な
っ
て
か
ら
の
二
次
史
料
と
は
い
え
、
ほ
と
ん

ど
残
っ
て
い
な
い
小
野
寺
関
係
史
料
と
し
て
価
値
を
持

つ
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
そ
れ
ら
の
史
料
の
分
析
か
ら
、『
横
手
市

史
』
で
は
「
奥
羽
永
慶
軍
記
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
天

正
一
四
年
（
一
五
八
六
）
の
有
屋
峠
合
戦
（
小
野
寺
義

道

最
上
義
光
の
決
戦
）
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

vs
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
相
当
す

る
最
上
氏
と
の
戦
は
長
く
続
い
て
お
り
、
天
正
一
五
～

六
年
の
争
い
を
総
称
し
て
「
仙
北
干
戈
」
と
名
付
け
て

い
ま
す
。

関
ヶ
原
の
戦
に
関
係
し
て
、
東
北
で
は
上
杉
景
勝
（
西

軍
）
と
最
上
義
光
（
東
軍
）
の
対
立
を
軸
に
伊
達
政
宗

が
絡
み
大
き
な
争
乱
に
発
展
し
ま
し
た
。
秋
田
県
内
で

は
最
上
氏
と
対
立
し
て
い
た
小
野
寺
義
道
が
上
杉
方
と

し
て
最
上
領
に
侵
攻
し
、
最
上
氏
と
連
携
し
た
秋
田
実

季
と
由
利
衆
の
連
合
軍
と
戦
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
騒

乱
を
総
称
し
て
「
慶
長
五
年
奥
羽
合
戦
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

西
軍
の
一
員
と
し
て
敗
れ
た
小
野
寺
義
道
は
、
改
易

と
な
っ
て
石
見
・
津
和
野
へ
配
流
と
な
り
、
再
興
運
動

な
ど
も
行
い
ま
し
た
が
叶
わ
ず
、
正
保
二
年
（
一
六
四

五
）
そ
の
地
で
没
し
ま
し
た
。

な
お
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
『
戦
国
武
将
列
伝
１

東

北
編
』（
戎
光
祥
出
版
）
で
は
、
小
野
寺
義
道
が
取
り

上
げ
ら
れ
、『
横
手
市
史
』
中
世
編
を
主
に
執
筆
し
た

金
子
拓
氏
（
東
大
史
料
編
纂
所
准
教
授
）
が
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

【
佐
藤

隆
】
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秋
田
県
公
文
書
館
は
、
歴
史
的
資
料
と

し
て
重
要
な
公
文
書
、
古
文
書
そ
の
他
の

記
録
の
保
存
、
利
用
及
び
調
査
研
究
並
び

に
永
年
保
存
文
書
等
の
保
存
に
関
す
る
事

務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
５

年
（
１
９
９
３
）

月
に
開
館
し
ま
し
た
。

11

公
文
書
館
の
設
置
法
令
は
、昭
和

年（
１

62

９
８
７
）

月

日
に
制
定
さ
れ
た
「
公

12

15

文
書
館
法
」
で
、
そ
の
第
３
条
に
は
次
の

よ
う
に
あ
り
ま
す
。

第
３
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、

歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等

の
保
管
及
び
利
用
に
関
し
、
適
切
な

措
置
を
講
ず
る
責
務
を
有
す
る
。

国
が
定
め
る
公
文
書
等
の
「
等
」
は
、

秋
田
県
が
定
め
る
「
古
文
書
そ
の
他
の
記

録
」
に
該
当
し
ま
す
。

公
文
書
館
が
、
公
文
書
の
み
な
ら
ず
民

間
に
伝
わ
っ
て
き
た
古
文
書
ま
で
収
集
す

る
の
は
、
そ
れ
ら
が
先
人
の
営
み
を
示
す

証

に
な
る
か
ら
で
す
。
人
で
あ
れ
、
組

あ
か
し

織
で
あ
れ
、
こ
の
世
に
存
在
す
る
以
上
何

ら
か
の
形
で
記
録
を
残
し
、
時
間
が
経
過

す
る
と
そ
れ
ら
が
過
去
を
理
解
す
る
上
で

貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

秋
田
県
庁
で
作
成
さ
れ
た
公
文
書
か
ら
団

体
・
個
人
に
至
る
様
々
な
活
動
を
記
録
し

た
文
書
を
保
存
す
る
秋
田
県
公
文
書
館

▲展示予定の「明治戊辰戦役賊軍侵入地

図」（県C-613）。昨年度修復し初お目見え。

は
、
過
去
の
記
録
を
未
来
に
向
け
て
保
存

す
る
秋
田
県
の
記
憶
装
置
と
い
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

展
示
タ
イ
ト
ル
の
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」

と
は
、
未
来
に
向
け
て
保
存
す
る
「
記
録
」

と
、
記
録
を
保
存
す
る
「
公
文
書
館
」
と

い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
本
館

周
年
に
あ
た
り
、
開
館

30

時
に
県
庁
地
下
書
庫
・
県
立
秋
田
図
書
館

・
県
立
博
物
館
か
ら
移
管
さ
れ
た
資
料
、

ま
た
開
館
後
個
人
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料

を
展
示
し
ま
す
。
加
え
て
現
用
公
文
書
が

選
別
さ
れ
て
歴
史
公
文
書
と
な
っ
た
資
料

も
展
示
し
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
む
本
県
に
お
い
て
、
公

文
書
館
が
行
っ
て
い
る
県
民
の
過
去
や
現

在
の
姿
を
未
来
へ
伝
え
る
こ
と
は
重
要
な

取
組
み
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
動
き
は
市

町
村
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
展
示
で
は

本
館
収
蔵
資
料
の
他
に
、
秋
田
市
・
大
仙

市
・
横
手
市
を
始
め
と
す
る
県
内
市
町
村

の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
関
等
か
ら
、
御
自
慢

の
逸
品
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
を

紐
解
く
と
、
茫
漠
た
る
過
去
に
先
人
が
生

き
た
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

悠
久
な
時
間
の
流
れ
を
感
じ
、
生
き
る
チ

カ
ラ
を
観
覧
者
の
皆
様
に
感
じ
て
頂
く
展

示
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
畑
中
康
博
】

昨
年
度
か
ら
開
講
し
た
新
た
な
公
文
書

館
講
座
「
記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室
」。

今
年
度
は
、
県
内
外
か
ら
８
名
の
方
が
新

規
に
受
講
し
ま
し
た
。
こ
ん
に
ち
は
！

昨
年
度
か
ら
の
受
講
生
と
一
緒
に
古
文

書
整
理
の
基
礎
を
学
ん
で
ゆ
き
ま
し
ょ

う
！

そ
し
て
、
古
文
書
を
整
理
で
き
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
域
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。新
規
参
加
者
の
方
達
に
聞
き
ま
し
た
。

「
史
料
整
理
も
経
験
で
き
る
の
が
楽
し
み
」

「
他
の
人
を
参
考
に
少
し
ず
つ
読
ん
で
ゆ

く
の
が
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」な
ど
な
ど
。

み
な
さ
ん
、
５
月
か
ら

月
ま
で
毎
月
１

12

回
楽
し
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

＊
年
度
途
中
で
の
募
集
は
し
ま
せ
ん
。

午後の部はいよいよ史料整理の実習

今年はどんな古文書を整理するのか

わくわく、どきどき！
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令

和

５

年

度

企

画

展

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
チ
カ
ラ

前
期

８
月

日(

木)

～
９
月

日
（
日
）

後
期

９
月

日
（
木
）
～

月
５
日
（
日
）

24

24

28

11

こ
ん
に
ち
は
！

記
憶
の
護
り
人
さ
ん

も

り

び

と



６
月
９
日
（
金
）
か
ら

日
（
日
）
の

11

３
日
間
、
秋
田
総
合
生
活
文
化
会
館
ア
ト

（

）

、

リ
オ
ン

秋
田
市
中
通

を
会
場
に
し
て

「
出
羽
一
国
御
絵
図
」
の
レ
プ
リ
カ
（
複

製
物
）
を
公
開
し
ま
す
。

正
保
４
年
（
１
６
４
７
）
に
江
戸
幕
府

が
諸
大
名
に
命
じ
て
作
成
・
提
出
さ
せ
た

国
絵
図
の
一
枚
で
、
当
館
で
所
蔵
す
る
も

の
は
、
出
羽
国
の
絵
図
元
に
な
っ
た
秋
田

藩
が
提
出
し
た
原
図
の
控
と
考
え
ら
れ
て

。

、

い
ま
す

５
・

×

㍍
の
巨
大
絵
図
で

35

12

昭
和

年
（
１
９
５
０
）
に
県
庁
書
庫
で

25

発
見
さ
れ
た
際
、
一
般
公
開
さ
れ
大
き
な

反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

年
前
、
ア
ー
カ

73

イ
ブ
ズ
の
チ
カ
ラ
が
、
終
戦
後
の
県
民
に

大
き
な
感
動
を
与
え
て
い
た
の
で
す
。

今
回
公
開
す
る
の
は
、
当
館
が
開
館
20

周
年
の
際
に
製
作
し
た
原
寸
大
の
レ
プ
リ

カ
で
す
。
ア
ト
リ
オ
ン
地
下
一
階
の
床
面

に
置
い
て
展
示
し
、
履
物
を
脱
い
で
上
を

歩
い
て
も
ら
い
、
極
彩
色
の
巨
大
絵
図
の

圧
倒
的
迫
力
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
久
保
田
城
下
絵
図
な
ど
の
複

製
絵
図
も
多
数
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

当
館
所
蔵
資
料
の
複
写
物
は
、
許
可

申
請
に
よ
り
、
出
版
・
掲
載
・
放
映
又

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
へ
掲
載
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
映
像
資
料
の
上
映

な
ど
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

許
可
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
公
文

書
館
長
は
、
①
公
文
書
館
の
設
置
の

目
的
に
反
す
る
お
そ
れ
が
な
い
か
、

②
公
文
書
館
の
業
務
に
支
障
を
き
た

す
お
そ
れ
が
な
い
か
、
③
第
三
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
人
権
を
侵
害
す

る
お
そ
れ
が
な
い
か
、
等
の
要
件
を

審
査
し
、
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

申
請
手
続
き
の
説
明
や
申
請
書
等

の
様
式
は
、
当
館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
内
「
閲
覧
室
と
資
料
の
ご
利
用
方

法
」
に
詳
し
く
記
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

秋
田
県
公
文
書
館
は
平
成
５
年

（
１
９
９
３
）
に
開
館
し
、
今
年

月
で
満

年
を
迎
え
ま
す
。

11

30

30

年
前
、
建
物
の
周
囲
に
植
え
た
ケ

ヤ
キ
の
細
い
若
木
も
、
今
や
蔦
が

。

、

絡
ま
る
太
い
幹
に

開
館
年
の
夏

植
木
周
囲
の
セ
メ
ン
ト
の
乾
か
な
い
タ
イ

ル
を
踏
ん
で
怒
ら
れ
た
の
も
懐
か
し
い
思

い
出
。年

前
は
旧
県
立
秋
田
図
書
館
古
文
書

30
係
か
ら
継
続
し
た
『
御
亀
鑑
』
全
７
巻
翻

刻
の
終
盤
で
し
た
が
、
そ
の
後
『
渋
江
和

』

、『

』

光
日
記

全

巻

宇
都
宮
孟
綱
日
記

12

全
８
巻

『
岡
本
元
朝
日
記
』
全
８
巻
を

、、

『

』

刊
行
し

昨
年
度
か
ら

野
上
陳
令
日
記

に
入
り
ま
し
た
。
翻
刻
事
業
も
だ
い
ぶ
年

輪
を
重
ね
て
い
ま
す
。

樹
齢

年
の
当
館
、
北
欧
神
話
の
宇
宙

30

樹
は
大
袈
裟
で
す
が
、
将
来
は
秋
田
の
記

録
を
覆
う
大
樹
を
目
指
せ
れ
ば

(

柴)

…

43 6公文書館だより第 号

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
チ
カ
ラ

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
チ
カ
ラ

公
文
書
館
開
館

周
年
記
念
展

公
文
書
館
開
館

周
年
記
念
展

3030

出
羽
一
国
御
絵
図
」展
示
会

出
羽
一
国
御
絵
図
」展
示
会

「「

♪

周
年
な
ら
で
は
の
夢
の
企
画

♪

周
年
な
ら
で
は
の
夢
の
企
画

絵
図
の
上
を
歩
く

絵
図
の
上
を
歩
く

3030

当
館
ツ
イ
ッ
タ
ー
は

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
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「出羽一国御絵図 （県C-603) ※出羽国は現在の秋田・山形県域に大部分重なる」

出
版
掲
載
放
映
等
許
可

出
版
掲
載
放
映
等
許
可

申
請
に
つ
い
て

申
請
に
つ
い
て
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